
　

健
保
連
に
よ
る
2
0
0
9
年
度
の「
高

額
医
療
給
付
に
関
す
る
交
付
金
交
付
事
業
」

の
結
果（
高
額
レ
セ
プ
ト
上
位
の
概
要
）が

ま
と
め
ら
れ
た
。

　
「
過
去
最
高
」の
並
ぶ
件
数
が
医
療
保
障

の
有
難
さ
と
そ
の
費
用
確
保
の
難
し
さ
を

教
え
て
く
れ
る
。

「
過
去
最
高
」ラ
ッ
シ
ュ
状
態

　

こ
の
事
業
で
は
、レ
セ
プ
ト
1
件
当
た

り
、「
一
般
疾
病
」は
月
額
1
0
0
万
円
超
、

特
定
疾
病
は
同
40
万
円
超
を
基
準
に
、当

事
者
の
所
属
す
る
健
保
組
合
へ
交
付
金
を

交
付
し
て
い
る（
図
式
参
照
）。

　

特
定
疾
病
は
①
人
工
透
析
を
受
け
る
慢

性
腎
不
全
②
血
液
分
画
製
剤
を
投
与
さ
れ

る
血
友
病
③
抗
ウ
ィ
ル
ス
剤
を
投
与
さ
れ

る
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群（
H
I
V
感

染
を
含
み
、厚
労
相
の
定
め
る
も
の
）。

　

09
年
度（
08
年
11
月
～
09
年
10
月
）は
、

総
数
29
万
1
0
2
7
件
に
上
っ
た
。
こ

の
う
ち
5
0
0
万
円
以
上
は
3
5
4
4

件
、
1
0
0
0
万
円
以
上
は
1
5
5
件
、

2
0
0
0
万
円
以
上
も
26
件
を
数
え
、い

ず
れ
も「
過
去
最
高
」だ
っ
た
。5
0
0
万

円
以
上
は
前
年
度
比
10
％
近
い
増
加
、

1
0
0
0
万
円
超
が
1
0
0
件
を
超
え
た

の
は
過
去
7
回
目
、2
0
0
0
万
円
超
は

従
来
最
高
の
05
年
度
の
14
件
に
比
べ
ほ
ぼ

倍
増
し
た
。

　
最
高
月
額
は
血
友
病
の
3
8
2
8
万
6
2
0

円
。86
年
度
か
ら
の
最
高
額
を
た
ど
る
と
、

血
友
病
10
件
、慢
性
骨
髄
性
白
血
病
2
件
、

大
動
脈
解
離
、大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
症
、拡

張
型
心
筋
症
、骨
肉
腫
な
ど
の
難
病
が
並
ぶ
。

　

血
友
病
の
場
合
は
、出
血
を
止
め
る
血

液
凝
固
の
注
射
代
が
ほ
と
ん
ど
で
、１
瓶

約
42
万
円
の
薬
剤
さ
え
あ
る
。市
町
村
国

保
で
は
月
額
約
6
4
1
6
万
円
の
事
例
も

あ
っ
た（
08
年
度
）。

　

拡
張
型
心
筋
症
の
場
合
は
、手
術
料
が

大
半
で「
補
助
人
工
心
臓（
植
え
込
み
型
）」

が
千
数
百
万
円
か
か
り
、手
術
時
の
輸
血

代
も
高
い
。

　

8
4
5
億
円
の
再
保
険
シ
ス
テ
ム

　

健
保
連
で
は
、単
独
の
健
保
組
合
で
背

負
い
き
れ
な
い
高
額
医
療
費
を
交
付
金
交

付
事
業
で
ま
か
な
う
。各
組
合
に
原
則
0
・

12
％
の「
調
整
保
険
料
率
」
分
の
支
払
い

を
求
め
、う
ち
0
・
1
％
相
当
を
財
源
に
す

る（
09
年
度
は
約
8
4
5
億
円
、残
り
0
・

02
％
は
財
政
窮
迫
組
合
へ
の
交
付
金
）。

　

い
わ
ゆ
る「
再
保
険
」の
仕
組
み
で
、約

1
6
0
0
万
人
の
被
保
険
者
の
連
帯
に
よ
っ

て
個
別
の
組
合
を
支
え
る
。

　

一
方
、患
者
側
は「
高
額
療
養
費
」制
度

■
高
額
医
療
費

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論

連
帯
の
大
事
さ
と

費
用
の
重
さ

連
帯
の
大
事
さ
と

費
用
の
重
さ



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

の
適
用
を
受
け
、通
常
な
ら
小
学
校
終
了

時
～
70
歳
未
満
で
3
割
の
自
己（
窓
口
）負

担
を
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。

　

と
く
に「
特
定
疾
病
」の
場
合
は
長
期
か

つ
高
額
の
医
療
費
が
か
か
り
、特
例
的
に

月
額
1
万
円
の
み
の
自
己
負
担
で
済
む（
人

工
透
析
の
う
ち
70
歳
未
満
の
上
位
所
得
者

お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
は
2
万
円
、特
定

疾
病
認
定
に
は
保
険
者
に
申
請
・
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
の
交
付
を
受
け
る
）。

オ
プ
テ
ィ
マ
ム
保
障
の
象
徴

　

健
保
連
の
高
額
医
療
給
付
の
再
保
険
シ

ス
テ
ム
は
、こ
の
高
額
療
養
費
制
度
と
二

人
三
脚
で
難
病
患
者
と
個
別
組
合
の
財
政

を
支
え
て
き
た
。た
だ
し
、人
工
心
臓
、生

体
肝
移
植
な
ど
の
高
度
先
進
医
療
が
次
々

に
保
険
適
用
さ
れ
、高
額
レ
セ
プ
ト
は
件
数
・

金
額
と
も
に
増
え
続
け
る
だ
ろ
う
。そ
の

財
源
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。

　

た
と
え
ば
1
0
0
0
万
円
超
の
医
療
費

は
保
険
適
用
か
ら
外
す“
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
”型
の
制
度
設
計
は
、難
病
患
者
を

見
殺
し
に
す
る
に
等
し
い
。そ
の
た
め
皆

保
険
体
制
は
、オ
プ
テ
ィ
マ
ム（
適
正
水
準
）

の
医
療
保
障
を
一
貫
し
て
目
指
し
て
き
た
。

　

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
。少

な
く
と
も
高
額
レ
セ
プ
ト
の
内
容
を
点
検

し
、効
果
的
・
効
率
的
な
治
療
方
法
と
薬
剤

使
用
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

を
検
証
し
て
み
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
東
海
自
治
体
病
院
D
P
C

研
究
会
」に
よ
る
と
、胆
の
う
摘
出
後
、感

染
症
防
止
の
抗
生
剤
使
用
は
病
院
間
で
約

3
0
0
0
円
～
約
1
・
1
万
円
も
の
差
が

あ
り
、「
高
額
な
抗
生
剤
使
用
が
明
ら
か
に

な
っ
た
病
院
は
、そ
の
後
半
年
で
使
用
額

を
半
減
さ
せ
た
」と
い
う（
10
年
10
月
16
日

付
・
毎
日
新
聞「
明
日
の
カ
ル
テ
」）。

　

健
保
連
は
詳
細
な
デ
ー
タ
を
毎
年
度
公

表
し
て
い
る
が
、全
国
健
康
保
険
協
会
に

は
統
計
資
料
自
体
が
な
い
、と
い
う
。早
急

に
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
。

　

市
町
村
国
保
で
は
月
額
40
万
円
超
を
レ

セ
プ
ト
の
特
別
審
査
対
象
と
す
る
。08
年
度

は
1
万
4
6
6
3
件
、う
ち
1
0
0
0
万

円
以
上
は
7
4
4
件
に
上
り
、や
は
り「
過

去
最
高
」だ
っ
た
。こ
の
う
ち
月
額
80
万
円

超
は
高
額
医
療
費
共
同
事
業（
09
年
度
予

算
で
2
2
7
0
億
円
）で
ま
か
な
い
、国
と

都
道
府
県
で
費
用
の
各
4
分
の
１
を
負
担

し
て
い
る
。

　

高
額
医
療
費
へ
の
対
処
は
、各
保
険
制

度
共
通
の
課
題
で
あ
り
、国
レ
ベ
ル
で
分

析
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
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○交付額 ３６,８３０,６００円
　○交付額の算出（医療費が２００万円を超える場合）
　 月額医療費 ３８,２８０,６２０円
　 交付対象額 ５５０,０００円（①）＋ ３６,２８０,６２０円（②）
 ＝ ３６,８３０,６２０円
　 ２１年度交付率 １００%
 ３６,８３０,６２０円 × １００% ＝３６,８３０,６２０円
　 交付額 ３６,８３０,６００円 （100 円未満切り捨て）

〈一般疾病（第１位の方の場合）〉

3,828万0,620円

交付基準額
100万円

交付対象額
100万円×0.55
=55万円①

交付対象額
3,628万0,620円②

200万円

100万円
（100万円）

2009年度　高額医療交付金交付額の算出式について


